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９ その他必要な事項
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１０ 担当書記

議事課委員会班 課長補佐（総括） 赤峰宏史
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決算特別委員会次第

日時：平成２６年１０月２２日（水）１０：００～

場所：第３委員会室

１ 開 会

２ 決算審査報告書検討

３ その他

４ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

三浦（公）委員長 ただいまから、本日の委員会を開きます。

本日は、委員会審査報告の検討を行います。

今月７日の全部局の審査終了後、委員会審査報告書（案）の作成について、私にご一任

いただきましたので、副委員長と協議の上、審査報告書（案）を作成いたしました。

お手元の決算特別委員会審査報告書（案）と、意見・要望とりまとめ一覧表をごらんく

ださい。

意見・要望とりまとめ一覧表は、報告書（案）を検討する際の参考として、５日間にわ

たる部局別審査における主な質疑・意見を取りまとめたものです。

審査報告書（案）の作成に当たって、特に改善、あるいは、今後、検討を求める事項に

つきましては、委員会運営要領の決算審査の方針に沿って、報告書に盛り込んだところで

ございます。

それでは、審査報告書（案）の内容について、事務局に説明をさせます。

〔事務局説明〕

三浦（公）委員長 以上で、審査報告書委員長（案）の説明は終了しました。

この案について、ご意見等はございませんか。

あれば、どうぞ挙手してください。

よろしゅうございますか。ゆっくりどうぞ。時間をとりたいと思います。

井上委員 ７ページのいじめ・不登校対策、これは新聞紙上で皆さんおわかりかと思うん

ですけれども、総体的には大分県は減っている。ある意味では、またふえているというふ

うな状況のようで、これは私はいつも感じるんですけど、現場、いわゆるこうやって県教

育委員会で報告するのは、おおむね報告の内容等についても、大体そつのないいろんなお

話をするような気がします。ですから、本当に現場じゃあんまし、現場は県の段階におい

ては、どうも現場の状況が入んないんじゃないかと思うんだよね。

というのが私たちが直接学校に行って話したり、いろいろ聞いたりする。私がいつもや

りたかったのは、結局、現場の１週間の行事の日程表まで見るんですよ。見て、それから

分析して、どこの時間があいているのか、どこに授業としていろんな指導面においてどの

時間にするのかというのを具体的に把握しないとだめだと思うんですよ。それを誰が検証

するかというようなことなんで、教育委員会の人たちが現場に二、三日行ってわかるのか

どうか、それはわかりませんけれども、とにかく現場をもうちょっと視察しながらやって

いく必要があると。

ですから、せっかく取り組むための場の設置というようなことについても現場を主体と

した、そういった設置をしてほしいなという希望があるので、そういったことを徹底して

やっていただければもう少し減るんではないかと。不登校をこの学校が悪いと指定するわ

けにはいきませんけれども、本当にまだ多いような学校を重点的に何らかの形で見守ると

いう体制というのができないのかなと、もう少し具体的に。そういう感じがしますので、

もうちょっと中身のほうの掘り下げをよろしくお願いしたいと思います。
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それから、トンネルの関係についても話しましたように、昭和４０年代にできたトンネ

ルが多いんですよ。そうすると、今現在の車両の大きさからするとね……

三浦（公）委員長 井上委員、済みません、１点ずつやりましょう。

それでは、井上委員から意見が出ました。この意見につきまして協議したいと思います。

ほかにご意見がある方はいらっしゃいませんか。

竹内委員 私があのとき、委員だけになったとき発言したのとは、ちょっと違った内容に

なっています。

今、不登校とかいじめとか、私は専門家なものですから、現場から直接相談が来るんで

すね。そうすると、この協議会でするというのは井上委員がおっしゃったとおりで、ある

意味じゃ形式的、表面のところで食い込みとか、それこそ選挙用語の深掘りが足りていな

いし、この意見ではそうなると思います。実際に教員同士でもいじめが起こって、どこに

も行くところがないので、専門家のあなたにというようなのがもう既に来ています。いじ

めについても同じです。だから、幾ら今までどおりのことをしてもだめなので、私の専門

から言うと、いじめや不登校もメンタルヘルスも不適応で起こっています。それが個人の

側の問題の場合と、システムの問題の場合があります。その両方について検討をする必要

があるので、今までのようなこの文面ではそれは難しいと思います。

ただ、議会としてそれをどう入れていくかも、議会でも考えなくてはいけない。政策検

討協議会などで、例えばあのとき言いましたように、下村文部科学大臣はこれから心の教

育がいじめ・不登校対策の前にもう１つ、予防というよりは心が育つということ、何を育

てるのかという国民的合意が、あるいは文部科学省内での、あるいは教師と保護者と子供

と、それから私たちの行政に携わる者たちも全部もう１回合意を得るということから始め

ないと、これからの変化していく国際社会の中で、あるいは過疎の中で、本当に強くて優

しくて未来を築ける子供が育つ体制にはなっていないというふうに思っています。

ただ、決算の報告として、それをどこまで取り込むかというのは非常に難しいので、私

はそういう意味で検討委員会をと言ったんですが、これは従来どおりの検討委員会になっ

ているところがちょっと私の意見とは違っていますということを申し添えます。済みませ

ん、長くなって。

三浦（公）委員長 ほかに、ご意見のある方はいらっしゃいませんか。

小野委員 今のに関連をしてですが、ほかの分野についても同じことが言えると思うんだ

けれども、この決算特別委員会の性格上、これ以上突っ込んだ記述というのは、僕は無理

だと思うんですね。

だから、これをどうそれぞれの部局が受けとめて、具体的な実践につないでいくかとい

うのが問題ですから、決算特別委員会の報告としては、僕はおおむねこういう、何々され

たい、ここ辺が不足じゃないかという程度のところまでしか議論ができないんじゃないか

と考えます。この後、各部局が今年度の事業なり活動に生かしてくれるかということに、

どう期待を持つかということじゃないかと思っております。そこのところの手だてを、こ

こでもう決算特別委員会の報告でおしまいじゃなくて、この報告をどう次に生かすかとい

うところの議論がこれから必要じゃないかなと思います。

三浦（公）委員長 ご意見が出ました。委員長としては、７ページの「ついては」以降の

「ついては、学校現場におけるいじめ・不登校問題に係る協議・対応の状況を把握すると
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ともに、当該問題に係る協議・対応の時間確保に一層努められたい。また、保護者、教職

員及び有識者等が、問題解決のため主体的に話し合い、取り組むための場の設置について、

検討されたい」は、十分に表現として盛り込まれているのではないかと、私自身は思いま

す。どういった表現がいいかというのもあわせて伺いたいんですが、いかがでしょうか。

小野委員からは、十分、表現はできているんじゃないかというようなご意見が出ました。

皆さん、どのようにお考えか、お聞かせください。

久原委員 今、小野委員が言ったように、これを１つずつしよったら、例えば、県立病院

の事業の問題にしても、県立病院ですから、それは大分市に１個あるだけ。じゃ、県下の

いろんな人たち全体が来るということにはならんわけだね、大分市を中心にして。だから、

そういうところに対して、いろんな地域の拠点病院なんかを設けて、そこと県病とをどう

いうふうにつないでいくかとか、いろんな問題があったりするやんか。

だから、そういう意味では、１つ１つの問題を取り上げてどうじゃなくて、それはこう

いう問題があったということを提起した上で、あとは常任委員会か何かで具体的にこうや

っていくということをしないと、これ言いよったら、全然前に進まないのではないかと思

います。

三浦（公）委員長 委員長報告（案）ですから、この表現でよろしいでしょうかというこ

とをお諮りをしているわけです。委員長（案）を作成した私としては、今、井上委員、小

野委員が言われた、また竹内委員の話もありましたけど、一応、包括的に含んだ表現がこ

れじゃないかなということで、できればこの表現でお認めいただければと思いますが、い

かがでしょうか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

三浦（公）委員長 ご異議はございませんので、この委員長（案）で進めさせていただき

ますのでよろしくお願いします。

それでは、井上委員、先ほどの続きのご意見をお願いします。

井上委員 というのが、要するにこういったことの昭和４０年代の状況から、トンネルで

すから変わっていないんですよね。そうすると、ご存じのように、車両は大きくなってい

る。通るときには真ん中を通るんですよ、大きいやつは。そうすると、トンネルの機能と

いうのが非常に危険性もあるし、その辺のところがですね、トンネルの改良というか、や

りかえというのは予算的な問題もあるし、ただ、調べたら今後どうするのというのがはっ

きり見えないんですよ。

調べるのは結構なことだと思うんだけれども、その辺の対応についてどうなのかなとい

うのがあります。そういったことを表現して、これを実現してほしい。問題は実現してほ

しいんだけれども、そういった事情を踏まえて。そういったことが、十分、現場で検証し

ながら改良してほしいという、そういった表現でもいいのかなと思いました。

三浦（公）委員長 表現を厚くするというようなご意見ですね。今のご意見をお聞きにな

って、ほかにご意見あればどうぞご発言ください。

もうないのであれば、これにつきましては……（「これでいい」と言う者あり）これで

いいというような声もございましたがいかがでしょうか。

尾島副委員長 井上委員の言われたことはわかるんですけど、今回の決算の審査の対象は、

一応トンネル、それから橋梁の耐震補強という項目で言われていましたから、そういう一
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歩を踏み出さない、現状における課題の整理にとどめたということになっていたんですね。

ですから、その辺はどうなんですか、審査した内容とは。

井上委員 いや、審査するのはいいんです。ところが、改良してくれるのとかなんとかと

いうのは具体的に出てこないんだ、予算の関係とか何か。そうすると毎年一緒なんですよ。

そこが心配。

三浦（公）委員長 決算審査ですので、これについては、表現については、これは６ペー

ジ以降の点も「ついては」以降ですね、「ついては、県民が安全・安心に橋梁・トンネル

を利用できるよう、定期的な点検に基づき適正な維持管理計画を作成するとともに、劣化

が認められる施設については、迅速に補修・補強等の対策を行うよう努められたい」。そ

ういった表現がありますが、せっかくの井上委員のご指摘ですので、もうちょっと厚い表

現を、（「いいじゃないですか、これで」と言う者あり）よろしゅうございますか。井上

委員、それでは、こういった表現でとどめるということでよろしゅうございますか。しっ

かり、当然ですけど決算ですから、「これについて、ちゃんとなっていない。それで今後

に生かしてもらいたい」というのは言った上で、来年の議論の中に生かされるということ

で、ご了解いただきたいと思いますがいかがでしょうか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

三浦（公）委員長 ご異議がないので、原案にて進めることにいたします。

ほかにご意見はございませんか。

守永委員 特段、表現、言い表し方はこれでいいと思うんですが、ただ、中身で、県民の

皆さんから見てなじみの薄い言葉については、注釈を入れるなり、ちょっと読みやすいよ

うに工夫していただきたいと思います。例えば、５ページのコンテナ貨物取扱量の３万２，

６６２ＴＥＵとある単位については、専門の方じゃないと、県民の方はちょっとなじみが

薄いかなと思うんですね。そういった部分だけ注釈を入れていただければと思います。

三浦（公）委員長 ご意見をいただきました。このご意見について、ほかにご意見はござ

いますか。なければ決をとりますがいかがでしょうか。何かあれば。

〔「なし」と言う者あり〕

三浦（公）委員長 それでは、このご意見の趣旨を審査報告に反映させる方向で検討する

ことに、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

三浦（公）委員長 よろしゅうございますね。ご異議がないので、審査報告に反映させる

ようにいたします。

ほかに表現等について、何かご意見はありませんか。

よろしいですか。

〔「なし」と言う者あり〕

三浦（公）委員長 ほかにないようですので、これで審査報告書の検討を終わります。

今後、副委員長と協議の上、次回の委員会の準備を進めてまいります。

審査報告書の文面につきましては、全体構成や個別事業の内容、あるいは法令などの再

確認が必要な場合もあるかと存じますので、本日いただいたご意見の調整も含めまして、

委員長、副委員長にご一任いただきたいと思いますが、よろしゅうございますか。

〔「異議なし」と言う者あり〕
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三浦（公）委員長 ご異議がないので、そのようにいたします。

次回の委員会は、１０月３０日木曜日、午前１１時から本会議場で開きます。付託され

た案件の採決を行った後、審査報告についてお諮りいたします。

なお、次回の委員会には執行部の出席を求めております。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

三浦（公）委員長 ほかにないようでありますので、以上をもって本日の委員会を終わり

ます。


